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量子アニーリングによる3次以上の非線形変換等の解法
現状の量子アニーリングで複雑な最適化問題を解くことが可能

イジングモデルを用いた量子アニーリングマシンでは、量子
効果を使ってイジングモデルを表す関数の最小値を探すこ
とで最適化問題等を解くが、量子アニーリングマシンは隣
接する量子ビット間の相互作用を用いるため2次形式で
表される最適化問題しか扱うことができないという問題が
あった。
本技術は、ニューラルネットワーク等に用いられる非線形
変換等の3次以上の項を含む方程式を量子アニーリング
マシンで扱うことが可能となる。
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